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 資料 4-1  
 

 平成 22 年７月２日 

 

プラント耐震裕度分科会の設置について（案） 

 
                                                            

原子力耐震・構造研究拠点 

原子力耐震安全研究委員会 

 

１．設置主旨 

 

第１回原子力耐震安全研究委員会における委員の助言を受け、新潟県中越沖地震の教

訓に基づく研究を実効的に推進するために、原子力耐震安全研究委員会の下に「プラント耐

震裕度分科会」を設置する。 

新潟県中越沖地震では基準を超える地震動が観測されたにもかかわらず、柏崎刈羽原子

力発電所の「止める」、「冷やす」、「閉じ込める」の機能が確保され耐震安全性が維持された。

その理由として原子力発電プラントが有する耐震性の余裕（プラント耐震裕度）が挙げられて

いる。 

「プラント耐震裕度分科会」では、柏崎刈羽原子力発電所の耐震設計や新潟県中越沖地

震事例及び振動台試験等から、定量的にどれ程の余裕のものであったかを論議する。 

 

２．検討事項      

                        

 本分科会では、プラント耐震裕度を耐震構造設計の保守要因に基づく「構造物・機器レベ

ルの耐震裕度」とシステム設計の保守要因に基づく「システムレベルの耐震裕度」に大別し、

先ずは「構造物・機器レベルの耐震裕度」について、図１に基づき以下の事柄の論議を行う。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 構造物・機器レベルの耐震裕度の概念 
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(1)新潟県中越沖地震における代表設備の耐震裕度の評価 

  「止める」「冷やす」「閉じこめる」の代表設備に関して、図１に示す耐震裕度をもたらす設  

  計時の設計許容値や耐力の中央値を定量化する。また、限界試験等を踏まえた耐力中 

  央値や新知見に基づく中央値の見直し等を勘案し、設計と地震時の耐震裕度の相違を 

  整理する。 

(2)対象設備の損傷モ－ドと評価指標の検討 

  現状の耐震裕度の評価に用いる入力地震動と評価対象設備の損傷モ－ドを検討し、プ

ラント耐震裕度の評価として適切となる指標（加速度、変位、累積エネルギー等）につい

て、調査・検討を行う。 

(3)経年変化事象の影響 

  主要な配管等の代表設備にき裂等が発生した場合の、地震動下における挙動を評価す

るため、調査・試験等に基づきその影響を検討する。 

 

 

 

３．分科会構成員等 

  （１）分科会を構成する委員は、原子力耐震・構造研究拠点の代表者が委員長の了解を得 

    て委嘱するものとする。 

  （２）分科会の主査は、委員長が分科会の委員の中から指名するものとする。 

  （３）主査は、分科会に専門家を招聘し、意見を聴取することができる。 

 


